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４
月
に
開
館
し
た「
ひ
ま
わ
り
館
東
野
」

（
東
野
校
区
公
民
館
）に
お
い
て
、開
館
を

記
念
し
た
校
区
文
化
祭
が
、校
区
の
住
民

の
方
を
中
心
に
４
月
15
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。天
候
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
は
、地
域

の
住
民
が
多
数
訪
れ
、広
い
玄
関
ホ
ー
ル

や
段
差
の
な
い
施
設
に
感
心
し
て
い
ま
し

た
。 

　
室
内
の
展
示
や
多
目
的
ホ
ー
ル
で
の
催

し
の
ほ
か
、開
館
を
祝
っ
た
野
点
も
行
な

わ
れ
る
な
ど
、新
し
い
施
設
を
中
心
に
し

て
、地
域
文
化
の
芽
生
え
が
期
待
で
き
る

も
の
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
市
内
の
14
団
体
で
構
成
さ
れ
た「
地
域

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
小
郡
」（
会

長
：
丸
山
泉
・
小
郡
三
井
医
師
会
会
長
）で

は
、市
民
の
情
報
の
共
有
や
、市
民
交
流
を

目
的
と
し
て
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
小
郡
市
民

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」を
公
開
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
サ
イ
ト
で
は
、旬
な
情
報
か
ら
、健

康
や
子
育
て
、防
災
・
防
犯
、小
郡
の
歴
史
、

地
域
の
新
聞
や
お
ご
お
り
百
景
な
ど
小
郡

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
提
供
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
事
務
局
で
は「
こ
の
サ

イ
ト
を
情
報
の
発
信
や
、情
報
収
集
の
手

段
と
し
て
、積
極
的
に
利
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
小
郡
市
民
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス 

　h
ttp
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w
w
.o
go
ri.o
rg
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　「
自
分
た
ち
の
川
は
自
分
た
ち
で
守
り
、

き
れ
い
で
遊
べ
る
川
と
自
然
を
感
じ
な
が

ら
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
う
環
境
づ
く
り
」

の
考
え
の
も
と
、４
月
29
日
に
宝
満
川
一

斉
清
掃（
小
郡
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
約
３
、０
０
０
人

が
集
ま
り
、早
朝
か
ら
除
草
作
業
や
ゴ
ミ

拾
い
を
行
い
ま
し
た
。 

　
収
集
し
た
ゴ
ミ
の
量
は
約
５
ト
ン
に
も

な
り
、冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
、パ
ソ
コ
ン
と
い

っ
た
も
の
ま
で
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

 

　
４
月
27
日
、行
政
相
談
員
と
し
て
長
年

活
動
さ
れ
て
き
た
目
野
律
子
さ
ん（
大
崎
）

が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
け
、平
安
市
長
へ

報
告
を
行
い
ま
し
た
。 

　
目
野
さ
ん
は
、平
成
９
年
度
か
ら
10
年

間
、総
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
た
小
郡
市

担
当
の
行
政
相
談
員
と
し
て
、国
や
県
、独

立
行
政
法
人
な
ど
、行
政
に
か
か
わ
る
苦

情
や
相
談
事
の
身
近
な
窓
口
と
し
て
、問

題
の
解
決
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
回
の
感
謝
状
は
、こ
の
長
年
の
功
績

に
対
し
て
総
務
大
臣
か
ら
授
与
さ
れ
た
も

の
で
す
。 
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▲市民ポータルサイトの画面と公開式
　であいさつする丸山会長

▲市民の手で回収された不燃ゴミ▲平安市長へ受賞報告する目野さん（中央）ら
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味
坂
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
味
坂
21

の
会（
末
次
晴
幸
会
長
、会
員
42
人
）が
昨
年
の

11
月
か
ら
地
元
の
小
・
中
学
生
と
一
緒
に
種
ま

き
を
す
る
な
ど
ポ
ピ
ー
の
花
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
見
頃
を
迎
え
た
５
月
12
日
・
13
日
、光
行
に

広
が
る
ポ
ピ
ー
園（
約
２
万
７
０
０
０
㎡
）で

「
第
８
回
味
坂
ポ
ピ
ー
祭
り
」が
開
催
さ
れ
、市

内
外
か
ら
訪
れ
た
来
場
者
は
約
１
０
０
万
本

の
ポ
ピ
ー
に
感
心
し
、初
夏
の
一
日
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、会
に
は
市
内
出
身
で
筑
紫
野
市
在
住

の
人
か
ら
故
郷
に
対
す
る
思
い（
毎
年
、里
帰

り
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
）が
つ
づ

ら
れ
た
手
紙
が
届
く
な
ど
、活
動
に
対
す
る
理

解
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
活
動
状
況
が
評
価
さ
れ
、今
年

度
は
、財
団
法
人
地
域
社
会
振
興
財
団
が
宝
く

じ
を
財
源
と
し
て「
財
団
法
人
地
域
活
性
化
セ

ン
タ
ー
」に
交
付
し
て
行
わ
れ
る「
長
寿
社
会

づ
く
り
ソ
フ
ト
事
業
」に
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
５
月
11
日
、「
民
謡
界
」の
枠
に
と
ら
わ

れ
ず
、「
民
謡
」の
復
活
へ
向
け
て
、独
自
の

活
動
を
切
り
開
い
て
き
た
伊
藤
多
喜
雄
さ

ん
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
た「『
唄
さ
が
し
の

旅
』in
小
郡
」。 

　
１
月
28
日
に
小
郡
小
学
校
の
体
育
館
で

開
か
れ
た「
く
す
の
き
フ
ェ
ス
タ
」で
の
感

動
を
も
う
一
度
と
、実
行
委
員
会
が
呼
び

か
け
て
実
現
し
た
も
の
で
、文
化
会
館
に

つ
め
か
け
た
観
客
は
、唄
に
合
わ
せ
て
手

拍
子
を
打
っ
た
り
、聞
き
な
れ
た
唄
を
口

ず
さ
む
な
ど
会
場
が
一
体
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、三
井
高
校
生
の
ピ
ア
ノ
演
奏
や
ス

ポ
ー
ツ
健
康
コ
ー
ス
の
生
徒
に
よ
る
力
強

い「
ソ
ー
ラ
ン
節
」と
伊
藤
さ
ん
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
り
、心
温
ま
る
コ
ン
サ

ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。 
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双子の出産　　山内良枝さん（みくに野団地）
　わが家の３人の娘は長女１０歳、次女と三女は７歳の双子です。
　７年前、双子の妊娠が分かった時、ただただ嬉しさでいっぱいになりました。先生
から「今はこの位の大きさですよ」と、キューピーの人形を二ついただき、掌にのる
ほどのその人形を見て、改めて愛情と実感がわきました。
　しかし、７か月目に入った頃、出産のリスクを考え、総合病院への転院が決まり、
その直後に主治医から早産予防のための頸管縫縮術を勧められました。
　手術は１週間の入院を要するもので、まだ２歳だった長女と離れるのはとても不安
でしたが、双子の安全のため、長女は熊本の主人の実家へ預かって頂きました。
　７年前の６月２９日、大雨の中、入院しました。一般病棟が満室のため、ＩＣＵ病
棟へ入り、重病患者のような待遇のうちに点滴を付けられ、ずっと腕に針を刺したま
まの生活になりました。

　１週間の決心の入院も「手術はやはり危険・・・」と、結果的には２か月もの入院生活になりました（とほほ・・・）。
　数日後、一般病棟に移ることができましたが、状況は変わらず、点滴や自己血の補充、そして行動の束縛・・・。
　週末に長女を連れて来てくれる主人や両親、友人が心の支えになり、今迄、一日中娘と過ごせた幸せを痛感しました。
　看護師さんたちが点滴の袋に応援のことばや絵を書いてくれる励ましに、私は「標準体重で産みたい」との思いで毎日
を過ごし、やっと３８週に入った時「もういつ産んでも良いよ！」と、退院が許可されました。
　つかの間の解放感！大きなお腹を抱えて帰省し、両親には心配をかけました。
　その翌週、３８週と５日で再入院し、普通分娩で、午後６時１分に次女を３０３６ｇ、続いて１３分に三女を２６４４
ｇで出産し、安産に恵まれました。
　両手に抱いた２人の小さな赤ちゃんが、無事、健康に生まれてきてくれたことにとても安堵しました。
　たくさんの方々に支えていただいたあの２か月間、感謝の気持ちでいっぱいです。
　そして今、娘たちは元気に三国小学校に通っています。

　◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇
　次号（８月号）は、西村栄子さん（横隈）にリレーされます。


